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■運用報告書に関しては､下記にお問い合せください。 

 

 

 

○当ファンドの仕組みは次のとおりです。 
商 品 分 類 追加型投信／海外／資産複合 
信 託 期 間 無期限 

主 要 
投 資 対 象 

しんきん米国債券ＥＴＦマザーファンド、し
んきんＳ＆Ｐ500インデックスマザーファン
ドおよびしんきんゴールドＥＴＦマザーファ
ンド（以下「マザーファンド」といいます。）
の各受益証券を主要投資対象とし、短期金融
資産にも投資を行います。 

運 用 方 針 

①主として各マザーファンドの受益証券への
投資を通じて、海外の複数の資産（債券・
株式・金）に分散投資を行います。 

②各マザーファンドの受益証券への投資比率
は、以下の資産配分比率を目指します。  
資 産 マザーファンド 資産配分比率 

米国債券 しんきん米国債券ＥＴＦマザーファンド 60％程度 
米国株式 しんきんＳ＆Ｐ500インデックスマザーファンド 2.5％～20％程度 

金 しんきんゴールドＥＴＦマザーファンド 2.5％～20％程度  
③ファンドの基準価額の変動リスクを一定の

水準に抑制することを目標として、米国株
式と金への投資比率を上記の資産配分比率
の範囲内で調整し、短期金融資産を組み入
れます。（米国株式と金の資産配分は、ほぼ
同じ比率とします。） 

④しんきん米国債券ＥＴＦマザーファンドにつ
いては、原則として為替ヘッジを行います。 

⑤資金動向および市況動向等に急激な変化が
生じたとき等やむを得ない事情が発生した
場合には、上記のような運用ができないこ
とがあります。 

主 な 
投 資 制 限 

①投資信託証券への実質投資割合には、制限
を設けません。 

②外貨建資産への実質投資割合には、制限を
設けません。 

収 益 
分 配 方 針 

年１回の決算日に、原則として以下の方針に
基づき分配を行います。 
①分配対象額は、経費控除後の繰越分を含め
た利子・配当等収益と売買益（評価益を含
みます。）等の全額とします。 

②分配金額は、委託者が基準価額水準、市況
動向等を勘案して決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合は、分配を行わな
いことがあります。 

 

 

運用報告書(全体版) 

 

しんきんＵＳバランス・ 

プラスゴールド（１年決算型） 

愛称：米国キラリ 

決算日 

（第２期：2023年２月27日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のお引立てに預かり厚く御礼

申し上げます。 

さて、ご購入いただいております「しんき

んＵＳバランス・プラスゴールド（１年決算

型）」（愛称：米国キラリ）は2023年２月27日

に第２期の決算を行いました。 

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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投資して、実質的な運用をマザーファンドで行う仕組みです。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2021年６月14日 10,000 － － － 18 

１期(2022年２月25日) 9,921 0 △0.8 92.4 308 

２期(2023年２月27日) 9,302 0 △6.2 66.5 362 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 当ファンドは、海外の複数の資産（債券・株式・金）に分散投資を行っていますが、特定の指数を上回る、または連動を目指した運

用を行っていないため、ベンチマークおよび参考指標はありません。 

（注３） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、投資信託証券（上場投資信託）の組入比率は実質比率を記載しています。 

（注４） 当初設定時の基準価額は当初元本（１万口当たり10,000円）として記載しています。（以下同じ。） 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2022年２月25日 9,921 － 92.4 

２月末 9,960 0.4 93.2 

３月末 10,060 1.4 82.1 

４月末 9,847 △0.7 77.7 

５月末 9,846 △0.8 77.8 

６月末 9,663 △2.6 66.3 

７月末 9,814 △1.1 64.6 

８月末 9,649 △2.7 65.4 

９月末 9,351 △5.7 65.8 

10月末 9,285 △6.4 67.2 

11月末 9,384 △5.4 66.1 

12月末 9,354 △5.7 65.2 

2023年１月末 9,469 △4.6 65.6 

(期  末)    

2023年２月27日 9,302 △6.2 66.5 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、投資信託証券（上場投資信託）の組入比率は実質比率を記載しています。 
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○第２期の運用経過等（2022年２月26日～2023年２月27日） 
＜当期中の基準価額等の推移＞ 
 

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注２） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年２月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

＜基準価額の主な変動要因＞ 
当ファンドは、マザーファンドの受益証券への投資を通じて、海外の複数の資産（米国債券・米国株式・金）

に分散投資を行うことで、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保を目指して運用を行っています。 

 

当期は、ファンドの基準価額に対してドル高円安がプラスに寄与しましたが、米国金利が上昇（債券価格は

下落）したことを主因に基準価額は下落しました。 

 

各マザーファンドの主な変動要因は、次のとおりです。 

米国債券 

●しんきん米国債券ＥＴＦマザーファンド 

＜上昇要因＞ 

・ドル高円安が進んだこと。 

＜下落要因＞ 

・米国の強い労働市場とインフレ高進を背景に、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が大幅な利上げなどの積極

的な金融引締めを進めたことで、米国金利が上昇（債券価格は下落）したこと。 

 

米国株式 

●しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド 

＜上昇要因＞ 

・ドル高円安が進んだこと。 

・企業決算で総じて底堅い業績が示されたこと。 
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＜下落要因＞ 

・ＦＲＢが積極的な金融引締めを進めたこと。 

・米国金利が大幅に上昇したこと。 

・ウクライナ情勢の緊迫化により、地政学リスクと世界経済の先行き懸念が高まったこと。 

 

金 

●しんきんゴールドＥＴＦマザーファンド 

＜上昇要因＞ 

・円安が進んだこと。 

・ウクライナ情勢の緊迫化により、金が選好されたこと。 

・中国などの中央銀行が金の保有を増やしたこと。 

＜下落要因＞ 

・ＦＲＢが積極的な金融引締めを進め、米国金利の上昇とドル高が進行したこと。 

 

＜投資環境＞ 
（米国債券市況） 

当期の米国国債市場は、米10年債利回りが上昇（価格は下落）しました。 

期首、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻を受けた世界経済の先行き懸念により、米10年債利回りは1.9％

程度から1.6％台に低下する局面はありましたが、米消費者物価指数（ＣＰＩ）が上昇率を拡大し、ＦＲＢが

積極的な金融引締めを進めたことで、2022年６月中旬にかけて同利回りは上昇基調で推移し、一時3.5％程度

まで上昇しました。ＦＲＢは米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で、３月に0.25％、５月に0.50％、６月に

0.75％の利上げを行い、５月には量的引締め（保有資産の縮小）の開始も決定しました。 

６月中旬から８月初めにかけて、米景気の減速懸念などを背景にＦＲＢの利上げペースの減速観測が高まっ

たことで、米10年債利回りは低下基調で推移し、一時2.5％程度まで低下しました。しかし、米雇用指標や米

インフレ指標が強いインフレ圧力を示唆する結果となる中、ＦＲＢは７月、９月、11月のＦＯＭＣで0.75％の

大幅利上げを続けて行い、ＦＯＭＣ参加者が政策金利のターミナルレート（ 終到達点）の見通しを大幅に引

き上げたことなどから、８月初めから11月上旬にかけて同利回りは再び上昇基調で推移し、10月下旬には一時

4.3％台まで上昇しました。 

11月に発表された米ＣＰＩが市場予想を下回り、インフレ鈍化期待が高まったことや、ＦＲＢの利上げペー

スの減速観測が高まったことから、米10年債利回りは低下に転じ、12月中旬には3.4％程度まで低下しました。

12月のＦＯＭＣで、ＦＲＢが利上げ幅を0.50％に縮小した一方で利上げ継続姿勢を強調したことや、日銀が金

融政策決定会合で10年国債利回りの許容変動幅を拡大し、世界的な金利上昇を誘発したことを受け、年末に向

けて米10年債利回りは3.9％程度まで上昇しましたが、2023年１月に発表された米雇用統計で平均賃金の伸び

が鈍化したことや米ＣＰＩでインフレの鈍化が確認されたことなどから、１月中旬に同利回りは3.3％台まで

低下しました。 

その後、米10年債利回りは方向感に乏しく推移した後、２月に発表された米雇用統計や米ＣＰＩなどによ

り、底堅い米経済と強いインフレ圧力が示唆されたことで、ＦＲＢによる金融引締め長期化観測が広がったこ

となどから、期末にかけて同利回りは上昇基調で推移し、3.9％程度で期末を迎えました。ＦＲＢは２月初め

のＦＯＭＣで利上げ幅を0.25％に縮小し、政策金利のフェデラル・ファンド（ＦＦ）金利の誘導目標は期末時

点で4.50～4.75％となっています。 
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（米国株式市況） 

当期の米国株式市場は、全体として下落しました。 

期首から2022年３月中旬にかけて、ウクライナ情勢の緊迫化を受けて地政学リスクや世界経済の先行き懸

念が高まったことなどにより、株価は下落しましたが、米景気に対するパウエルＦＲＢ議長の強気な見通しが

好感されたことや、ロシアとウクライナの停戦協議への期待を背景に、３月末にかけて期首の水準を超えて上

昇しました。 

４月から６月中旬にかけて、インフレ高進によりＦＲＢの金融引締めに対する懸念が高まったことや米国

金利の大幅な上昇、企業業績に対する懸念などを受け、下落基調で推移しました。その後、ＦＲＢの利上げ

ペースの減速観測が高まったことや、企業決算で総じて底堅い業績が示されたことなどにより、８月中旬にか

けて一旦上昇しましたが、米雇用指標や米インフレ指標が強いインフレ圧力を示唆する結果となる中、ＦＲＢ

が積極的な金融引締め姿勢を示し、米国金利が大幅に上昇したことで、10月中旬にかけて再び下落基調で推移

しました。 

10月中旬以降、引き続き総じて底堅い企業業績が示される中、ＦＲＢの利上げペースの減速観測が高まった

ことや、11月に発表された米ＣＰＩが市場予想を下回り、インフレ鈍化期待が高まったことなどから、12月に

かけて上昇しました。12月中旬のＦＯＭＣでＦＲＢが利上げ継続姿勢を強調したことなどから、一旦下落しま

したが、2023年１月に発表された米雇用統計で平均賃金の伸びが鈍化したことや米ＣＰＩでインフレの鈍化

が確認されたことで、ＦＲＢの早期利上げ停止観測などが高まり、２月初めにかけて再び上昇しました。その

後、２月に発表された米雇用統計や米ＣＰＩなどを受け、ＦＲＢによる金融引締め長期化観測が広がったこと

などから、期末にかけて下落しました。 
 

（金市況） 

当期の金相場は、下落しました。 

期首から2022年３月上旬にかけて、ウクライナ情勢の緊迫化などを受け、金が選好されたことから、金相場

は大きく上昇しました。しかし、ＦＲＢが積極的な金融引締めを進め、米国金利の上昇とドル高が進行したこ

となどを受け、ドル建てで取引される金の割高感が高まったことや金利を生まない資産である金が売られた

ことから、11月初めにかけて金相場は下落基調で推移しました。 

11月上旬以降、ＦＲＢの利上げペースの減速観測が高まったことなどを受け、米国金利の低下とドル安が進

行したことや、中国などの中央銀行による金の保有を増やす動きなどから、2023年２月初めにかけて金相場は

大きく上昇し、一時、期首の水準を上回りました。しかし、２月に発表された米雇用統計や米ＣＰＩなどを受

け、ＦＲＢによる金融引締め長期化観測が広がったことなどから、期末にかけて再び下落しました。 
 

（為替市況） 

当期の為替（ドル円）相場は、ドル高円安となりました。 

米国において、インフレ抑制のためにＦＲＢが積極的な金融引締めを進め、米国金利が大幅に上昇する一

方、日本においては、日銀があらかじめ指定した利回りで国債を無制限に買い入れる指値オペを実施するな

ど、金融緩和姿勢を堅持し、金利の上昇を抑制したことを受け、日米の金融政策の方向性の違いが意識された

ことや日米金利差が拡大したことにより、期首から2022年10月にかけてドル高円安基調で推移し、ドル円は

115円程度から150円程度まで大幅に上昇しました。 

10月下旬に一時152円近辺まで上昇しましたが、日本政府・日銀による円買い・ドル売りの為替介入が実施

され、150円を下回る水準まで下落し、その後も、ＦＲＢの利上げペースの減速観測が高まったことなどから、

ドル安円高基調で推移しました。12月の金融政策決定会合で日銀が10年国債利回りの許容変動幅の拡大を決

定したことで、ドル安円高の動きが強まり、2023年１月中旬に一時127円台まで下落しました。その後、２月

に発表された米雇用統計や米ＣＰＩなどを受け、ＦＲＢによる金融引締め長期化観測が広がったことなどか

ら、期末にかけてドル高円安が進行し、136円台まで上昇しました。  
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＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
当ファンドでは、親投資信託である「しんきん米国債券ＥＴＦマザーファンド」（米国債券）、「しんきん

Ｓ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド」（米国株式）、「しんきんゴールドＥＴＦマザーファンド」（金）の

受益証券への投資を通じて、海外の複数の資産（米国債券・米国株式・金）に分散投資を行いました。 

当ファンドは、米国債券の投資比率を「60％程度」としつつ、ファンドの基準価額の変動リスクを一定の水

準に抑制することを目標として、米国株式と金への投資比率をそれぞれ「2.5～20％程度」の範囲内で調整し

ます。当期は、2022年３月、４月、６月に、米国債券、米国株式、金の変動リスクの上昇などを受け、基準価

額の変動リスクが大きくなったことから、米国株式と金への投資比率を引き下げました。その後、基準価額の

変動リスクが大きい状態が続いたことから、米国株式と金への投資比率を低位で維持しました。 

また、米国債券については、原則として為替ヘッジを行っています。 

 

当期の各月末および決算日（2023年２月27日）の各資産（該当するマザーファンド）への投資比率は、下表

のとおりです。 

 
 

各マザーファンドの運用経過は、次のとおりです。 

米国債券 

●しんきん米国債券ＥＴＦマザーファンド 

信託財産の成長を目指し、上場投資信託である「ｉシェアーズ・コア 米国総合債券市場 ＥＴＦ」を主要投

資対象として運用を行いました。上場投資信託の組入比率は、高位を保つように努めました。 
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米国株式 

●しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド 

Ｓ＆Ｐ500指数（配当込み、円換算ベース）に連動する投資成果を目指し、上場投資信託である「ｉシェアー

ズ・コアＳ＆Ｐ500 ＥＴＦ」を主要投資対象として運用を行いました。上場投資信託の組入比率は、高位を保

つように努めました。 

 

金 

●しんきんゴールドＥＴＦマザーファンド 

金地金価格への連動と信託財産の成長を目指し、上場投資信託である「ｉシェアーズ ゴールド・トラスト」

を主要投資対象として運用を行いました。上場投資信託の組入比率は、高位を保つように努めました。 

 

＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当ファンドは、海外の複数の資産（米国債券・米国株式・金）に分散投資を行っていますが、特定の指数を

上回る、または連動を目指した運用を行っていないため、ベンチマークおよび参考指標はありません。 

 

＜分配金＞ 
当期の分配金については、経費控除後の配当等収益や期末の基準価額水準等を勘案して、見送りとしました。 

なお、収益分配に充てなかった部分については、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用を行

います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第２期 

2022年２月26日～ 
2023年２月27日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 53   
（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  



品 名：90059_140884_002_04_しんきんＵＳバランス・プラスゴールド（１年決算型）【愛称：米国キラリ】_954418.docx 

日 時：2023/4/14 9:17:00 

ページ：7 

 

－ 7 － 

＜今後の運用方針＞ 
引き続き運用の基本方針に従い、主として親投資信託である「しんきん米国債券ＥＴＦマザーファンド」（米

国債券）、「しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド」（米国株式）、「しんきんゴールドＥＴＦマザー

ファンド」（金）の受益証券への投資を通じて、海外の複数の資産（米国債券・米国株式・金）に分散投資を

行います。 

各資産への投資比率は、米国債券の投資比率を「60％程度」としつつ、ファンドの基準価額の変動リスクを

一定の水準に抑制することを目標として、米国株式と金への投資比率をそれぞれ「2.5～20％程度」の範囲内

で調整します。米国株式と金の投資比率は、ほぼ同じ比率とします。 

なお、米国債券については、原則として為替ヘッジを行います。 

 

各マザーファンドの運用方針は、次のとおりです。 

米国債券 

●しんきん米国債券ＥＴＦマザーファンド 

主として上場投資信託である「ｉシェアーズ・コア 米国総合債券市場 ＥＴＦ」へ投資することで、実質的

に米国の債券に投資を行い、信託財産の成長を目指します。 

 

米国株式 

●しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド 

主として上場投資信託である「ｉシェアーズ・コアＳ＆Ｐ500 ＥＴＦ」へ投資することで、実質的に米国の

株式に投資を行い、Ｓ＆Ｐ500指数（配当込み、円換算ベース）に連動することを目指します。 

 

金 

●しんきんゴールドＥＴＦマザーファンド 

主として上場投資信託である「ｉシェアーズ ゴールド・トラスト」へ投資することで、金地金価格への連

動と信託財産の成長を目指します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年２月26日～2023年２月27日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 87  0.907  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 41)  (0.420)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 44)  (0.453)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.041   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  4)  (0.041)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 22   0.229   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 20)  (0.210)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.013)  信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 113   1.177    

期中の平均基準価額は、9,640円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等の掛かるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注３） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.16％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 投資先ファンドには運用管理費用等の他に費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年２月26日～2023年２月27日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド 8,007 9,312 44,864 52,628 

しんきん米国債券ＥＴＦマザーファンド 71,971 77,304 49,761 54,626 
しんきんゴールドＥＴＦマザーファンド 6,741 7,637 48,058 54,735 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年２月26日～2023年２月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年２月26日～2023年２月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年２月26日～2023年２月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2023年２月27日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド 45,502 8,645 10,599 

しんきん米国債券ＥＴＦマザーファンド 182,711 204,921 220,085 

しんきんゴールドＥＴＦマザーファンド 50,470 9,154 10,537 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「参考情報」または「運用報告書」

をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年２月27日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド 10,599 2.8 

しんきん米国債券ＥＴＦマザーファンド 220,085 58.3 

しんきんゴールドＥＴＦマザーファンド 10,537 2.8 

コール・ローン等、その他 136,253 36.1 

投資信託財産総額 377,474 100.0 
 
（注１） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注２） しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（23,135,355千円）の投資信託財産総額

（23,317,180千円）に対する比率は99.2％です。 

（注３） しんきん米国債券ＥＴＦマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（220,034千円）の投資信託財産総額（220,088千円）

に対する比率は100.0％です。 

（注４） しんきんゴールドＥＴＦマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（10,531千円）の投資信託財産総額（10,735千円）

に対する比率は98.1％です。 

（注５） 外貨建資産は、期末の時価を我が国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。2023年２月27日現在、１ドル＝136.27

円です。 

 

 

親投資信託残高 



品 名：90059_140884_002_04_しんきんＵＳバランス・プラスゴールド（１年決算型）【愛称：米国キラリ】_954418.docx 

日 時：2023/4/14 9:17:00 

ページ：12 

 

－ 12 － 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年２月27日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 594,477,251   

 コール・ローン等 136,248,973   

 しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド(評価額) 10,599,055   

 しんきん米国債券ＥＴＦマザーファンド(評価額) 220,085,832   

 しんきんゴールドＥＴＦマザーファンド(評価額) 10,537,255   

 未収入金 217,006,136   

(B) 負債 231,774,455   

 未払金 229,424,017   

 未払解約金 710,659   

 未払信託報酬 1,625,913   

 未払利息 122   

 その他未払費用 13,744   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 362,702,796   

 元本 389,898,943   

 次期繰越損益金 △ 27,196,147   

(D) 受益権総口数 389,898,943口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,302円 
 

（注１） 当ファンドの期首元本額は311,433,244円、期中追加設定元

本額は112,620,334円、期中一部解約元本額は34,154,635円

です。 

（注２） １口当たり純資産額は0.9302円です。 
 

○損益の状況 (2022年２月26日～2023年２月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △    75,709   

 支払利息 △    75,709   

(B) 有価証券売買損益 △17,872,127   

 売買益 50,479,779   

 売買損 △68,351,906   

(C) 信託報酬等 △ 3,192,954   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △21,140,790   

(E) 前期繰越損益金 △ 4,978,860   

(F) 追加信託差損益金 △ 1,076,497   

 (配当等相当額) (     332,841)  

 (売買損益相当額) (△ 1,409,338)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △27,196,147   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △27,196,147   

 追加信託差損益金 △ 1,076,497   

 (配当等相当額) (     457,563)  

 (売買損益相当額) (△ 1,534,060)  

 分配準備積立金 1,626,434   

 繰越損益金 △27,746,084   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（1,527,983

円）、費用控除後の有価証券等損益額（0.0円）、信託約款に規

定する収益調整金（457,563円）および分配準備積立金

（98,451円）より分配対象収益は2,083,997円（10,000口当た

り53円）ですが、当期に分配した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2023年２月27日現在) 

＜しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド＞ 
 下記は、しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスマザーファンド全体(18,889,013千口)の内容です。 

 

 

銘         柄 

期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 
評    価    額 

比   率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 口 口 千ドル 千円 ％ 

ISHARES CORE S&P 500 ETF 166,353 427,305 170,114 23,181,488 100.1 

合 計 
口  数 ・ 金  額 166,353 427,305 170,114 23,181,488  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 1 1 － ＜100.1％＞  
 
（注１） 邦貨換算金額は、2023年２月27日現在の時価を我が国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注２） < >内は、このファンドが組み入れている親投資信託の純資産総額に対する評価額の比率。 

（注３） 単位未満は切り捨て。 

 
＜組入上位ＥＴＦの保有銘柄の明細＞ 
※BlackRock Inc.作成のANNUAL REPORTの内容を基に、しんきんアセットマネジメント投信（株）が作成して

います。 

 

iShares Core S&P 500 ETF 
組入上位10銘柄（2022年３月31日現在） 

(組入銘柄数 506銘柄） 

 銘     柄     名 比  率  （％） 
1 APPLE INC 7.1 
2 MICROSOFT CORP 6.0 
3 AMAZON COM INC 3.7 
4 TESLA INC 2.4 
5 ALPHABET INC CLASS A 2.2 
6 ALPHABET INC CLASS C 2.0 
7 NVIDIA CORP 1.8 
8 BERKSHIRE HATHAWAY INC CLASS B 1.7 
9 META PLATFORMS INC CLASS A 1.3 

10 UNITEDHEALTH GROUP INC 1.3 

 

 

外国投資信託証券 
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